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紹介文 

外科は、外科治療およびがん治療における標準治療の確立と先進医療の開発をめざし

て、以下の方針に基づいて臨床および研究を行ってきました。 

 

1) 専門性および先進性の高い医療 

2) 医療の質の向上とチーム医療の推進 

3) 標準治療の確立と臨床共同研究の推進 

4) 各種がんに対する集学的治療の推進 

5) 外科手術の改善と向上 

6) 周術期管理の改善と向上 

 

毎年、多くの学会発表、論文発表、司会および講演を行っています。若手医師も積極

的に研究発表と論文発表を行ってくれました。熱心に若手指導を行ってくれたスタッ

フ各位の努力のおかげです。今後もより一層皆で精進していこうと思います。 
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一例。第 84 回日本臨床外科学会総会、福岡、2022 年 11 月 24 日   

 

竹内太郎、東山智彦、土井貴司、高見康二： 新型コロナウイルス感染後に手術を施

行した若年者の自然気胸の１例。第 84 回日本臨床外科学会総会、福岡、2022 年 11 

月 25 日  
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加藤健志: 大腸癌の遺伝子変異と治療戦略。第 36 回兵庫大腸癌治療研究会、神戸、 

2022 年 4 月 22 日   

 

加藤健志: 進行・再発大腸癌グレードに見合った治療戦略とガイドライン 2022。 第

9 回平成大腸癌カンファレンス、神戸・WEB、2022 年 5月 11 日  

  

加藤健志: 大腸がんとは。日本人が一番かかる大腸がん～実は身近にある「がん」、

まずは知ることから～WEB シンポジウム、大阪・WEB、2022 年 5 月 22 日   

 

加藤健志: 進行再発大腸癌 up date。第 2 回川崎北部大腸セミナー、横浜・WEB、 

2022 年 5 月 26 日  

  

加藤健志: 進行再発大腸癌治療 update。第 12 回城北大腸癌治療セミナー、東京・

WEB、2022年 6 月 24 日   

 

加藤健志: 若手外科医への提言。OSAKA U18C-STAR-Colorectal Surgeon’s 

Chemotherapy Seminar-、大阪、2022 年 7 月 29 日   

 

加藤健志: 進行・再発大腸がん薬物療法 Update。Chugai Colorectal Cancer web 

Symposium in 新潟、大阪、2022 年 8 月 6 日  

 

加藤健志: 大腸がん個別化医療の新たな展開。Chugai Colorectal Cancer web Symposium 

in HOKKAIDO、札幌、2022 年 8 月 26 日  

 



加藤健志: 進行・再発大腸がん薬物療法 Update。第 47 回日本大腸肛門病学会九州地

方大会/第 38 回九州ストーマリハビリテーション研究会アフタヌーンセミナー、長

崎、2022 年 10 月 1 日  

 

加藤健志: 大腸がん個別化医療～国内外ガイドラインを踏まえて～。Chugai Colorectal 

Cancer web Symposium in KYUSHU、福岡、2022 年 10 月 7日  

 

加藤健志: 進行・再発大腸がん薬物療法 Update。高知大腸癌薬物療法セミナー、高

知・WEB、2022 年 10月 12 日  

 

加藤健志: BEST な大腸癌治療を目指して～進行・再発大腸癌化学療法戦略を UP 

DATE～。消化器癌カンファレンス in 香川、高松、2022年 12 月 23日  

 

加藤健志: 大腸癌の治療戦略について。CRC Seminar in Hokuriku、金沢、2023 年 2 月 

25 日  

 

竹野淳: 肥満 2 型糖尿病患者に対する減量・代謝改善手術について。法円坂地域医療

フォーラム、大阪、2022 年 5 月 21日  

 

竹野淳: 胃癌治療ガイドラインと薬物療法について。Gastric Cancer Web Seminar、 

大阪、2022年 7 月 7 日  

 

八十島宏行: HER2 陽性乳癌で TCbHP を選ぶ意義とマネジメント。乳がん Web セミ

ナー、大阪、2022 年 7月 13 日  

 

八十島宏行: 企業が実施する従業員向け乳がん検診に対する助言。アドバイザリー会

議、大阪、2022 年 7 月 28 日  

 

八十島宏行: TNBC の治療戦略。Chugai Nakanoshima Breast Cancer Seminar、大阪、 

2022 年 11月 26 日  

 

安井翔之介、浜川卓也、河部彩香、関舞、宮城正和、梅津匡宏、竹野淳、藪みなみ、

荒川和子、和田紋佳、石田みどり、大土彩子、山本真弓、内川厳志、内藤裕子、石田

永、平尾素宏: がん患者に対する NST 早期介入の意義に関する検討。第 30 回日本が

んチーム医療研究会、大阪、2022 年 9 月 17 日 優秀演題 

 



浜川卓也: 進行・再発胃癌に対するあきらめない集学的治療アプローチ。Gastric 

Cancer Web Seminar、大阪、2022 年 12 月 5 日  

 

浜川卓也: 腹腔鏡下胃切除術。第 15 回大阪内視鏡外科手術セミナー、川崎、2022 

年 12 月 17日 
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八十島宏行: HER2 陽性乳がん周術期における治療戦略。Breast Cancer Professional 

Conference、大阪、2022 年 5 月 24日   

 

八十島宏行：HER2 陽性乳癌で TCbHP を選ぶ理由とマネジメント。はりま乳癌治療を

考える会 2022、兵庫、2022 年 7 月 21 日   

 

八十島宏行：患者目線で考える乳がん治療～あなたが乳がん治療を受ける立場なら

～。乳がん診療サポートセミナー～本当に知りたい乳がん治療～、大阪、2022年 8 月 

24 日  

  

八十島宏行：病院・薬局連携体制のために知っておくべき乳癌治療のこと。薬薬連携

Web セミナー、大阪・WEB、2023 年 3 月 8 日   

 

八十島宏行：複雑化する乳癌診療において各施設がはたすべき役割について。がん診

療セミナー、八尾・WEB、2023 年 3 月 24 日  

  

酒井健司、後藤邦仁、俊山礼志、徳山信嗣、河合賢二、高橋佑典、浜川卓也、竹野

淳、加藤健志、平尾素宏：切除不能肝内胆管癌に対して化学療法後二期的肝切除

(ALPPS)を施行した一例。第 50 回近畿肝臓外科研究会、大阪、2023 年 1 月 28 日   

 

高橋佑典：大腸がん診療におけるロボット支援下手術の現状。日本人が一番かかる大

腸がん～実は身近にある「がん」、まずは知ることから～WEB シンポジウム、大阪・

WEB、2022年 5 月 22 日   

 

俊山礼志：鼠経ヘルニア・腹壁ヘルニアについて。大阪市中央区南医師会・法円坂フ

ォーラム、大阪、2022年 7 月 30 日  

    



今西涼華、高橋佑典、加藤健志、河合賢二、俊山礼志、酒井健司、浜川卓也、土井貴

司、竹野淳、後藤邦仁、高見康二、平尾素宏：骨盤内に進展した臀部 epidermal cyst に

対して外科的切除を行った一例。第 642 回大阪外科集談会、大阪、2022 年 5 月 14 日   

   

今西涼華、酒井健司、後藤邦仁、俊山礼志、徳山信嗣、河合賢二、高橋佑典、浜川卓

也、土井貴司、竹野淳、宮崎道彦、加藤健志、高見康二、平尾素宏：十二指腸乳頭部

原発 mixed adenoneuroendocrine carcinoma(MANEC) の 1 切除例。第 114 回大阪胆道疾

患研究会、web、2023年 3 月 17 日     

 

萩原佳菜、河合賢二、加藤健志、高橋佑典、俊山礼志、酒井健司、浜川卓也、土井貴

司、竹野淳、後藤邦仁、高見康二、平尾素宏：下行結腸穿孔を来した血管型 Ehlers-

Danlos 症候群の一例。第 644 回大阪外科集談会、大阪、2022 年 9 月 10 日     

 

徳永拓也、徳山信嗣、俊山礼志、河合賢二、高橋佑典、酒井健司、浜川卓也、土井貴

司、竹野淳、後藤邦仁、宮崎道彦、高見康二、平尾素宏、加藤健志：成人回腸重複腸

管穿孔の一例。第 647 回大阪外科集談会、大阪、2023 年 3 月 4 日    

  

豊後雅史、酒井健司、後藤邦仁、俊山礼志、河合賢二、高橋佑典、浜川卓也、土井貴

司、竹野淳、加藤健志、高見康二、平尾素宏：広範囲の腸管嚢胞様気腫症に対して保

存的加療で軽快した 3 例。第 645 回大阪外科集談会、大阪、2022 年 11 月 19 日 最優

秀演題 2022 年度優秀演題 
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酒井健司：第 51 回専門医を目指す消化器外科セミナー、大阪、2022 年 12 月 23日 
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竹野淳: DOCTOR's FRAP。FM 大阪 LOVE FLAP、大阪、2022 年 11 月 21 日 

 

酒井健司: DOCTOR's FRAP。FM 大阪 LOVE FLAP、大阪、2023 年 1月 11 日 

 

高橋佑典: DOCTOR's FRAP。FM 大阪 LOVE FLAP、大阪、2022 年 10 月 27 日 

 

 


